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戦
後
新
教
育
期
に
お
け
る
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
イ
ス
の
授
業
づ
く
り

―
愛
知
学
芸
大
学
附
属
岡
崎
小
学
校
に
お
け
る
生
活
教
育
―

一
　
は
じ
め
に

　

本
研
究
は
、
愛
知
学
芸
大
学
附
属
岡
崎
小
学
校
（
現
：
愛
知
教
育

大
学
附
属
岡
崎
小
学
校
、
以
下
、「
附
属
岡
崎
小
学
校
」
と
略
す
）

に
お
け
る
、
戦
後
新
教
育
期
の
「
生
活
教
育
」
が
、
評
価
や
問
題
解

決
学
習
に
お
け
る
資
質
・
能
力
に
着
目
し
、
継
続
、
深
化
さ
れ
た
こ

と
で
、
た
し
か
な
学
び（
１
）を

実
現
し
た
姿
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。

　

戦
後
新
教
育
期
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
自
主
編
成
す
る
自
由
が
教

師
に
与
え
ら
れ
、
昭
和
二
〇
年
代
前
半
を
中
心
に
、
全
国
的
に
コ
ア
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
地
域
教
育
計
画
な
ど
、
様
々
な
実
践
が
展
開
さ
れ

た
。
し
か
し
、
学
力
低
下
な
ど
の
批
判
も
あ
り
、
昭
和
二
〇
年
代
後

半
に
な
る
と
、
取
り
組
み
の
勢
い
は
衰
え
て
い
く
。
そ
の
中
で
も
、

は
い
ま
わ
り
に
な
ら
な
い
学
習
を
実
践
し
て
い
た
学
校
も
あ
っ
た
こ

と
が
金
馬
国
晴
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
て
い
る（
２
）。

ま
た
、
金
馬
は
、
実

践
を
継
続
し
て
い
た
兵
庫
師
範
学
校
女
子
部
附
属
小
学
校
に
お
け
る

プ
ラ
ン
の
改
訂
過
程
を
も
と
に
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
け
る

課
題
の
一
つ
で
あ
る
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
固
定
化
」
の
問
題
に
つ

い
て
検
討
し
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
実
践
を
分
析
す
る
こ
と
が
、
現

代
の
教
育
に
お
け
る
課
題
を
検
討
す
る
た
め
に
有
効
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
て
い
る（
３
）。

　

そ
こ
で
、本
研
究
で
は
、生
活
教
育
を
継
続
し
、深
化
さ
せ
て
い
っ

た
附
属
岡
崎
小
学
校
に
注
目
す
る
。
愛
知
県
三
河
地
域
に
お
い
て
研

究
の
中
心
的
学
校
で
あ
っ
た
附
属
岡
崎
小
学
校
は
、
一
九
四
六
年
に

「
実
験
学
校
」
に
指
定
さ
れ
、
三
河
地
域
の
新
教
育
を
推
進
す
る
た

め
の
学
校
と
な
る
。
三
河
地
域
に
お
け
る
実
験
学
校
の
多
く
は
、
社

会
科
を
中
心
と
し
た
実
践
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
五
年
間
に
わ
た

る
実
験
学
校
の
指
定
が
終
わ
る
と
、
研
究
を
や
め
て
し
ま
っ
た
り
、

国
語
や
算
数
な
ど
へ
と
研
究
の
中
心
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
学

校
も
あ
っ
た（
４
）。
そ
の
よ
う
な
中
、
附
属
岡
崎
小
学
校
は
、
評
価
に
力

を
入
れ
、
生
活
教
育
を
継
続
し
て
い
っ
た
。

　

戦
後
新
教
育
期
に
お
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
「
教
育
評
価
」
と
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い
う
考
え
方
が
紹
介
さ
れ
、「
指
導
と
評
価
の
一
体
化
」
と
い
う
教

育
評
価
の
基
本
的
な
考
え
方
の
源
流
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と

田
中
耕
治
は
指
摘
し
て
い
る（
５
）。『
学
習
指
導
要
領（
試
案
）』（
一
九
四
七

年
版
）
で
は
、「
指
導
法
が
適
切
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
を
反
省
す
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
ま
た
、
一
人
一
人
の
児
童
や
青
年
の
学
習
結
果

を
知
っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
指
導
の
出
発
点
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
り
、

そ
の
指
導
計
画
を
考
え
た
り
す
る
い
と
ぐ
ち
を
見
つ
け
出
す
こ
と

も
で
き
、
こ
れ
あ
っ
て
、
は
じ
め
て
指
導
の
効
果
を
、
よ
り
い
っ
そ

う
、
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
評
価
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て

い
る（
６
）。

ま
た
、
教
職
教
養
の
た
め
の
教
科
書
『
初
等
教
育
の
原
理
』

で
は
、「
教
育
評
価
」
の
特
徴
が
、「
評
価
は
児
童
の
生
活
全
体
を
問

題
に
し
、
そ
の
発
展
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
」「
教
育
の
結
果
ば

か
り
で
な
く
、
そ
の
過
程
を
重
視
す
る
も
の
」「
教
師
の
行
う
評
価

ば
か
り
で
な
く
児
童
の
自
己
評
価
を
も
大
事
な
も
の
と
し
て
取
り
上

げ
る
」「
結
果
を
い
っ
そ
う
適
切
な
教
材
の
選
択
や
、
学
習
指
導
法

の
改
善
に
利
用
し
役
だ
て
る
た
め
に
も
行
わ
れ
る
」「
学
習
活
動
を

有
効
な
ら
し
め
る
上
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
五

点
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（
７
）。

当
時
の
評
価
に
つ
い
て
、
田
中
は
、「
今

日
の
教
育
評
価
論
は
そ
の
上
に
何
を
つ
け
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
か

と
自
問
せ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
に
、（
中
略
）
高
い
見
識
が
成
立
し

て
い
た
」
と
評
価
し
て
い
る（
８
）。

　

学
校
現
場
に
お
い
て
も
、
一
九
五
二
、三
年
頃
ま
で
指
導
の
改
善

と
、
発
達
を
援
助
す
る
た
め
の
評
価
の
追
求
が
行
わ
れ
て
お
り（
９
）、

教

育
評
価
に
関
す
る
著
作
や
論
考
、
実
践
報
告
が
種
々
の
教
育
雑
誌
に

登
場
し
て
い
る（

（（
（

。
雑
誌
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』（
一
九
五
二
年
三
八
号
）

で
は
、
詳
細
な
評
価
計
画
を
も
り
込
ん
だ
授
業
計
画
案
「
村
の
製
粉

工
場
」（
五
年
生
）
が
示
さ
れ
、
個
々
の
子
ど
も
の
実
態
に
合
っ
た

評
価
計
画
の
必
要
性
が
述
べ
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
教
育
評
価
の
歴
史
を
ま

と
め
た
天
野
正
輝
は
、「
単
元
学
習
の
成
否
の
カ
ギ
は
、
綿
密
な
評

価
計
画
が
た
て
ら
れ
実
施
さ
れ
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と
い
う
認
識
が

徐
々
に
広
が
っ
て
き
て
い
た
」
と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
昭
和

二
〇
年
代
後
半
に
な
る
と
教
師
た
ち
は
授
業
を
よ
り
良
く
し
て
い
く

た
め
に
評
価
に
力
を
入
れ
、
実
践
を
行
っ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

本
研
究
が
注
目
す
る
附
属
岡
崎
小
学
校
は
、
一
九
五
〇
年
か
ら

一
九
五
三
年
に
か
け
て
、「
新
し
い
学
力
観
に
立
っ
た
学
習
評
価
」

の
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
ど
の
よ
う
な
評
価
が
行
わ
れ
、
実
践

を
充
実
さ
せ
て
い
た
の
か
明
ら
か
に
し
た
い（

（（
（

。

二
　
戦
後
新
教
育
期
に
お
け
る
学
習
評
価　

　

戦
後
新
教
育
期
に
お
け
る
学
習
評
価
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
と
し

て
は
、
中
心
と
な
っ
た
社
会
科
で
は
、
坂
井
誠
亮（

（（
（

、
林
尚
示（

（（
（

、
来
山

裕（
（（
（

な
ど
の
研
究
が
あ
る
。
坂
井
は
、
奈
良
県
の
初
期
社
会
科
プ
ラ
ン

で
あ
る
「
桜
井
プ
ラ
ン
」（
桜
井
町
立
桜
井
小
学
校
・
桜
井
南
小
学
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校
・
城
島
小
学
校
）
及
び
、「
奈
良
プ
ラ
ン
」（
奈
良
女
子
高
等
師
範

学
校
附
属
小
学
校
）、「
田
原
本
プ
ラ
ン
」（
田
原
本
町
立
田
原
本
小

学
校
）
に
お
け
る
学
習
評
価
及
び
、
評
価
テ
ス
ト
問
題
の
特
質
を
紹

介
し
て
い
る
。
坂
井
に
よ
れ
ば
、「
桜
井
プ
ラ
ン
」（
一
九
五
二
年
度
）

で
は
、
作
業
単
元
の
展
開
例
に
指
導
上
の
留
意
点
と
関
連
さ
せ
な
が

ら
、
具
体
的
な
評
価
基
準
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、「
奈
良
プ
ラ
ン
」
で
は
、
各
教
科
に
お
い
て
「
各

種
能
力
指
導
系
統
表
」
が
示
さ
れ
、
能
力
目
標
を
明
確
に
す
る
こ
と

で
、
評
価
の
基
準
が
具
体
的
に
な
り
、
綿
密
で
系
統
的
な
目
標
及
び

評
価
の
体
系
が
「
奈
良
プ
ラ
ン
」
の
た
し
か
な
教
育
を
支
え
て
い
た

と
指
摘
し
て
い
る（

（（
（

。

　

林
は
、「
北
条
プ
ラ
ン
」（
千
葉
県
館
山
市
立
北
条
小
学
校
）
に
お

け
る
通
信
簿
や
通
知
表
を
分
析
し
、
学
習
者
の
能
力
評
価
と
コ
ア
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
変
遷
と
の
関
連
に
注
目
し
て
変
容
過
程
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。

　

来
山
は
、
一
九
四
七
年
度
版
『
学
習
指
導
要
領
社
会
科
編
（
Ⅱ
）

（
試
案
）』
と
一
九
五
一
年
度
版
『
中
学
校
・
高
等
学
校
学
習
指
導
要

領
社
会
科
編
Ⅱ
一
般
編
』
をL.R.

オ
ル
ラ
ン
デ
ィ
の
目
標
細
目
表

を
も
と
に
分
析
し
、
初
期
社
会
科
は
、
知
識
・
理
解
、
態
度
、
技
能

の
統
一
的
育
成
を
目
指
す
経
験
主
義
社
会
科
で
あ
り
、
目
標
、
学
習

活
動
、
評
価
の
一
貫
性
を
保
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
学
習
指
導
要
領
の
評
価
の
理
念
が
現
場
で
ど

の
よ
う
に
反
映
さ
れ
た
か
、
藤
沢
第
一
中
学
校
及
び
、
広
島
大
学
教

育
学
部
附
属
三
原
中
学
校
の
実
践
を
も
と
に
分
析
し
て
い
る（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、戦
後
新
教
育
期
に
お
け
る
学
習
評
価
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
実
践
を
取
り
上
げ
た
先
行
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
そ
の
数

は
少
な
く
、
十
分
に
報
告
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
こ
で
本

研
究
で
は
、
史
料
『
生
活
教
育
研
究
』
第
三
集
（
一
九
五
〇
年
）
〜

第
七
集
（
一
九
五
四
年
）
を
用
い
て
、
教
師
達
が
附
属
岡
崎
小
学
校

に
お
け
る
「
生
活
教
育
」
を
ど
の
よ
う
に
深
化
さ
せ
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
。

三
　
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
け
る
附
属
岡
崎
小
学
校
の「
生

活
教
育
」

　

附
属
岡
崎
小
学
校
は
、
一
九
四
七
年
二
月
に
第
二
十
九
回
初
等
教

育
研
究
発
表
会
を
開
催
し
、戦
前
か
ら
続
く
授
業
公
開
を
再
開
し
た
。

翌
、
一
九
四
八
年
十
一
月
に
は
、「
生
活
教
育
研
究
協
議
会
」
を
開

催
し
、
約
六
百
名
の
参
加
者
を
集
め
た（

（（
（

。
尚
、
当
時
の
学
校
規
模

は
、
在
籍
児
童
数
四
百
六
十
名（

（（
（

。
学
級
数
は
、
各
学
年
二
学
級
ず
つ

の
十
二
学
級
で
あ
っ
た（

（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
児
童
数
よ
り
も
多
く
の

参
観
者
を
集
め
る
ほ
ど
注
目
を
集
め
る
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え

る
。
同
年
、『
生
活
計
画
案
綴
』、『
生
活
教
育
研
究　

第
一
集
』
を

発
行
し
た
。
翌
、
一
九
四
九
年
十
一
月
に
は
、
第
二
回
生
活
教
育
研
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究
協
議
会
を
開
催
し
、
研
究
の
集
大
成
と
な
る
『
生
活
学
校
の
姿
』、

『
余
暇
学
習
指
導
計
画
』、『
基
礎
学
習
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
』、『
単
元

学
習
指
導
計
画
案
』
を
発
行
し
た
。
こ
れ
以
後
、
附
属
岡
崎
小
学
校

で
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
、
単
元
一
覧
、
授
業
展
開
が
継
続
さ

れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。

　

附
属
岡
崎
小
学
校
で
は
、
学
力
を
「
理
解
、
技
能
、
態
度
の
機
能

的
統
合
」
と
と
ら
え
て
お
り
、
知
識
の
量
よ
り
、
生
き
て
働
く
実
践

知
、
知
識
・
技
能
の
次
元
を
こ
え
て
、
態
度
の
次
元
に
ま
で
高
め
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
た（

（（
（

。

　

一
九
五
〇
年
の
実
践
記
録
「
役
に
立
つ
動
物
」
に
は
、
評
価
に
関

す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
資
料
Ⅱ
参
照
）。
そ
の
中

身
は
、「
あ
ひ
る
の
羽
毛
な
ど
の
様
子
」
や
「
品
種
改
良
」、「
動
物

の
種
類
」
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
。「
図
表
の
表
し
方
」「
調
査
を

し
た
も
の
の
整
理
の
仕
方
」「
パ
ノ
ラ
マ
制
作
の
技
術
」な
ど
の
技
能
。

「
動
物
を
世
話
す
る
態
度
」「
作
業
中
共
同
す
る
態
度
」
な
ど
を
評
価

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先
行
研
究
で
来
山
が
明
ら
か
に
し
た
初
期
社

会
科
の
評
価
の
特
徴
と
重
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

一
九
五
二
年
に
は
、
単
元
の
学
習
過
程
に
お
い
て
、
ど
ん
な
場
所

で
、
ど
ん
な
こ
と
が
ら
、
ど
う
い
う
角
度
か
ら
、
ど
ん
な
ね
ら
い
を

も
っ
て
学
習
さ
せ
、
体
験
さ
せ
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、「
現

場
学
習
」と
い
う
実
験
的
研
究
が
実
践
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た（

（（
（

。「
現

場
学
習
」
は
、
生
産
に
お
け
る
工
場
、
消
費
に
お
け
る
市
場
、
交
通

に
お
け
る
駅
な
ど
、
社
会
に
お
け
る
様
々
な
機
能
ま
た
は
施
設
を
中

心
と
し
た
場
で
学
習
す
る
こ
と
を
指
す（

（（
（

。現
場
学
習
は
、二
年
、四
年
、

六
年
の
児
童
た
ち
合
計
六
名
（
外
向
性
の
あ
る
児
童
で
、
単
元
学
習

能
力
テ
ス
ト
の
成
績
が
上
、
中
、
下
か
ら
各
二
名
を
抽
出
し
、
男
女

各
三
名
の
児
童
を
選
出
）
を
対
象
に
行
っ
た
。
児
童
の
様
子
を
観
察

す
る
た
め
、
教
師
二
名
、
愛
知
学
芸
大
学
の
学
生
八
名
が
参
加
。
児

童
一
人
に
、
大
人
一
人
が
つ
き
、
六
名
全
体
を
観
察
す
る
担
当
が
一

人
、
指
導
者
の
観
察
に
一
人
と
い
う
役
割
分
担
が
行
わ
れ
た
。

　

現
場
学
習
の
目
標
は
、「
東
岡
崎
駅
の
模
型
を
作
ろ
う
と
し
て
駅

の
見
学
計
画
を
立
て
た
児
童
は
、
本
時
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
見
学

を
す
る
の
か
、詳
し
く
観
察
す
る
」
こ
と
で
あ
っ
た
。
実
践
の
結
果
、

児
童
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
、「
学
習
活
動
分
析
表
」
が

作
成
さ
れ
、
計
画
を
立
て
る
場
面
、
見
学
を
す
る
場
面
、
見
学
の
処

理
を
す
る
場
面
に
お
い
て
、「
見
る
」「
聞
く
」「
話
す
」「
書
く
」「
描

く
（
作
る
）」
活
動
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
の
か
、
子
ど
も
の

言
葉
や
動
作
が
細
か
く
記
録
さ
れ
、ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

思
考
力
、実
践
力
、企
画
力
な
ど
、八
つ
の
能
力
が
設
定
さ
れ
た
「
学

習
能
力
分
析
表
」
が
作
ら
れ
、
児
童
の
活
動
が
、
ど
の
よ
う
な
学
習

能
力
に
結
び
つ
く
の
か
、
そ
の
関
係
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
貨
物
が
沢
山
あ
っ
た
か
ら
貨
物
ホ
ー
ム
を
長
く
し
、

又
天
井
を
高
く
す
る
と
良
い
」
と
い
う
児
童
の
発
言
は
、
貨
物
の
数

が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
の
長
さ
や
、
天
井
の
高
さ
が
必
要
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で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
相
対
的
関
係
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
」
力
に
つ
な
が
り
、
思
考
力
が
働
い
て
い
る
と
示
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
話
し
合
い
の
際
、「
そ
う
じ
ゃ
あ
な
い
。
こ
う
だ
。」

「
そ
う
だ
、
そ
う
だ
」
と
言
う
姿
は
、「
結
論
を
出
そ
う
と
努
力
す
る
」

も
の
で
、
討
議
力
が
働
い
て
い
る
と
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
教
師

の
指
導
に
つ
い
て
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、
授
業
を
改
善
す
る
視
点
も

示
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
五
三
年
に
は
、
附
属
岡
崎
小
学
校
が
、
戦
後
一
貫
し
て
目
指

し
て
き
た
、
生
活
の
中
に
お
け
る
課
題
解
決
を
目
指
す
「
生
活
単
元

学
習
」（

（（
（

に
お
け
る
、
問
題
解
決
能
力
の
評
価
の
観
点
と
し
て
、
①
事

実
や
資
料
を
解
釈
す
る
力
、
②
知
識
や
原
理
を
適
用
す
る
力
、
③
証

明
を
吟
味
し
た
り
評
価
す
る
力
の
三
つ
が
設
定
さ
れ
、
目
指
す
資

質
・
能
力
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

（（
（

。
つ
ま
り
、
附
属
岡
崎
小
学
校
は
、

一
九
五
〇
年
以
来
、
教
育
評
価
に
力
を
入
れ
、
学
力
の
育
成
を
目
指

し
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
児
童
の
言
動
と
学
習
能
力
の
関
係
性
に
着

目
す
る
こ
と
で
実
践
を
改
善
し
よ
う
と
し
て
い
っ
た
と
言
え
、
コ
ン

ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス
の
授
業
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

附
属
岡
崎
小
学
校
に
お
い
て
、
目
指
す
問
題
解
決
能
力
を
ど
の
よ

う
に
育
て
て
き
た
か
、
実
践
の
具
体
が
表
Ⅰ
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い

る
。
表
Ⅰ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
単
元
「
役
に
立
つ
動
物
」
で
は
、

児
童
が「
資
料
内
の
関
連
を
把
握
す
る
」こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、「
牛

と
馬
の
役
立
ち
方
は
ど
う
違
う
か
対
比
的
に
資
料
を
出
す
」
と
い
っ

た
手
立
て
が
と
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
元
「
住
ま
い
」
で
は
、「
結

論
が
立
脚
し
て
い
る
事
実
や
根
本
を
認
知
す
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、「
穴
と
穴
、
筒
と
筒
を
対
比
さ
せ
、（
中
略
）
観
察
す
る
際
に

手
順
を
示
す
」な
ど
の
手
立
て
が
と
ら
れ
て
い
る
。そ
し
て
、そ
れ
が
、

「
事
実
や
資
料
を
解
釈
す
る
力
」
や
「
証
明
を
吟
味
し
た
り
評
価
す

る
力
」
な
ど
、
問
題
解
決
学
習
に
お
い
て
、
ど
の
力
に
つ
な
が
っ
て

い
く
の
か
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
一
九
五
〇
年

の
実
践
で
は
、
動
物
の
種
類
や
形
態
、
習
性
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と

が
学
習
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
理
解
し
た
知
識
を
活
用
し
、
役

に
立
つ
動
物
と
役
に
立
た
な
い
動
物
に
分
類
を
し
た
り
、
調
べ
た
結

果
を
筋
道
立
て
て
説
明
し
た
り
す
る
な
ど
、
一
九
五
三
年
の
実
践
は

学
び
が
深
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
戦
後
新
教
育
期
の
附
属
岡
崎
小

学
校
に
お
い
て
は
、
先
行
研
究
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
明
石
プ
ラ

ン
や
北
条
プ
ラ
ン
と
は
異
り
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
成
や
単
元
一
覧

を
改
訂
せ
ず
、
問
題
解
決
学
習
に
お
い
て
目
指
す
資
質
・
能
力
を
明

確
に
し
た
上
で
授
業
づ
く
り
を
行
い
、
そ
れ
を
評
価
し
、
実
践
を
改

善
す
る
こ
と
に
注
力
す
る
こ
と
で
、
児
童
の
学
び
を
充
実
さ
せ
て

い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
附
属
岡
崎
小
学
校
の
実

践
は
た
し
か
な
学
び
を
児
童
た
ち
に
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
の

か
、
次
節
で
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
真
正
の
学
び
」
と
い
う
視
点
か
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ら
検
討
す
る
。

四
　
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
真
正
の
学
び
」
研
究

　
「
真
正
の
学
び
」（authentic acheivem

ent

）
研
究
に
つ
い
て

ニ
ュ
ー
マ
ン
は
、
学
校
再
建
策
が
質
の
高
い
教
授
学
習
活
動
へ
と

導
い
て
い
る
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
に
、「
教
師
や
子
ど
も

た
ち
の
活
動
を
知
的
側
面
の
質
（intellectual quality

）
に
焦
点

化
し
、「
知
的
成
果
に
つ
い
て
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（atandard for 

intellectual accom
plishm

ent
）」
を
開
発
し
た
と
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

草
原
は
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
真
正
の
学
び
」
研
究
は
、
標
準
テ
ス

ト
で
は
見
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
学
力
を
と
ら
え
る
指
標
を
示
し
た

学
力
研
究
で
あ
る
と
す
る（

（（
（

。
ま
た
、
卜
部
は
、
有
意
味
で
価
値
の
あ

る
重
要
な
知
的
成
果
を
出
せ
よ
う
な
新
た
な
学
び
の
可
視
化
（
標
準

化
）
に
取
り
組
ん
だ
研
究
で
あ
る
と
指
摘
す
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー

マ
ン
の
「
真
正
の
学
び
」
研
究
は
、
テ
ス
ト
で
は
見
取
る
こ
と
が
で

き
な
い
知
的
側
面
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
学
力
研
究
で
あ
る

と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
戦
後
新
教
育
期
の
問
題
解
決
学
習
に

お
い
て
課
題
と
さ
れ
た
、
学
力
が
身
に
付
か
な
い
と
い
う
指
摘
に
対

し
て
、
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
「
真
正
の
学
び
」
の
基
準
を
用
い
て
実
践
を

評
価
す
れ
ば
、
児
童
の
知
的
な
学
力
を
保
障
す
る
た
し
か
な
学
び
を

実
現
し
て
い
た
の
か
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
。

　

ニ
ュ
ー
マ
ン
の
提
唱
す
る
「
真
正
の
学
び
」
で
は
、「
知
識
の
構

築（construction of know
ledge

）、「
鍛
練
さ
れ
た
探
究（disclined 

inquiry

）」、「
学
び
の
学
校
の
外
で
の
価
値
（value of learning 

beyond school

）」
の
三
つ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
基
準

全
て
を
満
た
す
こ
と
を
要
求
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、「
真
正
の
学
び
」

に
お
け
る
三
つ
の
基
準
を
満
た
す
実
践
は
、
た
し
か
な
学
び
が
成
立

し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
「
真
正
の
学
び
」
研
究
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
対
し
、
実
践

を
評
価
す
る
た
め
の
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
（
評
価
課
題
）
が
以
下
の
よ

う
に
、
七
つ
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

「
知
識
の
構
築
」

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
①
情
報
の
組
織
化

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
②
選
択
肢
（
代
替
案
）
の
考
察

「
鍛
練
さ
れ
た
探
究
」

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
③
学
問
的
内
容

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
④
学
問
的
プ
ロ
セ
ス

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
⑤
卓
越
し
た
文
章
に
よ
る
伝
達

「
学
校
の
外
で
の
価
値
」

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
⑥
学
校
の
外
の
世
界
と
結
び
つ
い
た
問
題

　
　

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
⑦
学
校
外
の
聴
衆

　

こ
の
七
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
も
と
に
、一
九
五
三
年
の
単
元「
役

に
立
つ
動
物
」（
資
料
Ⅱ
）
を
次
節
で
は
分
析
し
て
い
く
。
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五
　「
真
正
の
学
び
」
か
ら
見
た
附
属
岡
崎
小
学
校
の
生
活

教
育

　

一
つ
目
の
基
準
「
知
識
の
構
築
」
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
口
頭
で

の
会
話
や
文
章
作
成
、
有
形
物
の
修
繕
や
建
設
、
は
た
ま
た
芸
術
的

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
で
指
導
さ
れ
た
実
践
を
通
し
て
、
自
ら
の
知

識
や
技
術
を
磨
い
て
い
く
学
習
で
あ
る
。

　
「
役
に
立
つ
動
物
」で
は
、「
知
識
や
原
理
を
適
用
す
る
力
」の
う
ち
、

「
い
ろ
い
ろ
な
分
類
表
を
集
め
て
、
み
ん
な
で
一
番
わ
か
り
や
す
い

も
の
を
決
め
る
」
と
こ
ろ
に
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
①
：
情
報
の
組
織
化
」

が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
役
に
立
つ
動
物
と
役
に
立
た
ぬ
動
物

は
ど
う
違
う
の
か
」
と
い
う
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
、
参
考
書
や

教
科
書
な
ど
か
ら
様
々
な
情
報
を
集
め
、
そ
れ
を
評
価
し
、
ど
の
よ

う
に
分
類
し
た
の
か
を
説
明
す
る
よ
う
教
師
が
求
め
て
い
る
。
こ
れ

は
、「
概
念
、
課
題
、
問
題
に
対
処
す
る
に
当
っ
て
、
複
雑
な
情
報

を
組
織
化
し
、
統
合
し
、
解
釈
し
、
説
明
し
、
評
価
す
る
こ
と
を
子

ど
も
た
ち
に
要
求
す
る
」
学
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

二
つ
目
の
基
準
「
鍛
練
さ
れ
た
探
究
」
は
、
既
存
の
知
識
基
盤
を

活
用
す
る
こ
と
、
表
面
的
な
認
識
で
は
な
く
、
深
い
理
解
を
追
求
す

る
こ
と
、
卓
越
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
自
身
の
考
え

や
発
見
を
表
明
す
る
こ
と
の
三
つ
の
特
徴
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
「
役
に
立
つ
動
物
」
で
は
、「
証
明
を
吟
味
し
た
り
評
価
し
た
り
す

る
力
」
の
う
ち
、「
機
能
加
工
品
を
集
め
て
、
そ
の
中
で
役
立
つ
動

物
か
ら
加
工
し
た
も
の
を
分
類
し
て
、
今
ま
で
の
研
究
と
合
っ
て
い

る
か
調
べ
た
り
新
事
実
の
発
見
は
な
い
か
」
考
え
る
場
面
や
、「
事

実
や
資
料
を
解
釈
す
る
力
」
の
う
ち
、「
動
物
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
る
か
、
農
・
山
・
村
と
の
違
い
を
絵
に
描
い
た
り
話
し
合
っ

た
り
す
る
」
場
面
に
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
③
：
学
問
的
内
容
」
が
見
ら

れ
る
。
こ
れ
は
、「
学
問
分
野
や
専
門
職
領
域
の
中
核
と
言
え
る
考

え
方
や
理
論
、
視
点
に
つ
い
て
の
理
解
や
活
用
を
表
現
す
る
よ
う
に

子
ど
も
た
ち
に
要
求
す
る
」
学
び
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
動
物
が
生
活
に
役
に
立
つ
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
様
々
な

動
物
に
つ
い
て
分
類
し
た
り
、
違
い
を
絵
に
描
い
た
り
話
し
合
っ
た

り
す
る
こ
と
で
、
生
物
学
と
い
う
学
問
分
野
の
視
点
か
ら
動
物
に
つ

い
て
考
え
、
理
解
を
深
め
る
学
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
知
識
や
原
理
を
適
用
す
る
力
」
の
整
理
の
場
面
で
は
、

画
集
を
作
り
、
分
類
の
道
筋
が
理
解
さ
れ
て
い
る
か
確
か
め
る
た
め

に
、
調
べ
た
結
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
⑤
：
卓
越
し
た
文
章
に
よ
る
伝
達
」
に
合
致
し
、「
文

章
を
書
く
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
で
、子
ど
も
た
ち
の
理
解
や
説
明
、

結
論
を
巧
み
に
述
べ
る
よ
う
に
要
求
す
る
」
学
び
と
な
っ
て
い
る
。

附
属
岡
崎
小
学
校
で
は
、
発
表
方
法
に
つ
い
て
は
、
言
語
発
表
、
製

作
物
に
よ
る
発
表
、
図
表
発
表
、
絵
画
発
表
、
行
動
発
表
、
機
械
器

具
を
使
用
し
て
の
発
表
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い



― 60 ―

る
。
そ
こ
で
重
視
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
研
究
の
結
論
を
重
ね
、
そ

の
背
後
に
潜
ん
で
い
る
法
則
性
や
道
筋
を
つ
か
む
よ
う
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
こ
と
と
し
て
い
る（

（（
（

。
つ
ま
り
、
た
だ
、
児
童
が
自
分

の
研
究
し
て
き
た
こ
と
を
発
表
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
背
後
に

あ
る
法
則
性
な
ど
へ
も
目
を
向
け
さ
せ
、
学
び
を
深
い
も
の
に
し
よ

う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

三
つ
目
の
基
準
「
学
校
の
外
で
の
価
値
」
は
、
ア
イ
デ
ア
を
伝
え

よ
う
と
し
た
り
、
生
産
物
を
生
み
出
そ
う
と
し
た
り
す
る
な
ど
、
他

者
に
影
響
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
学
習
で
あ
る
。

　
「
役
に
立
つ
動
物
」
で
は
、
単
元
全
体
に
「
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
⑥
：

学
校
の
外
の
世
界
と
結
び
つ
い
た
問
題
」
が
見
ら
れ
る
。
役
に
立
つ

動
物
で
は
、
ど
ん
な
動
物
が
人
の
生
活
に
役
立
つ
の
か
を
、
人
々
の

生
活
場
所
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
物
の
利
用

が
人
々
の
生
活
場
所
に
よ
っ
て
異
る
こ
と
な
ど
を
理
解
す
る
よ
う
に

授
業
が
設
計
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
教
室
の
外
の
生
活
で
直
面

し
た
こ
と
の
あ
る
、
ま
た
は
直
面
す
る
で
あ
ろ
う
概
念
や
問
題
、
課

題
と
同
じ
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
触
れ
さ
せ
、
こ
れ
ら
に
対
処
す
る

こ
と
を
要
求
す
る
」
学
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
、
附
属
岡
崎
小
学
校
に
お
け
る
「
役
に

立
つ
動
物
」
で
は
、
七
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
う
ち
、
四
つ
を
満
た

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
は
、「
知
識
の
構
築
」、「
鍛
練
さ
れ
た
探
究
」、「
学
校
の
外
で
の

価
値
」
と
い
う
三
つ
の
基
準
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス

が
と
れ
た
実
践
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と
言
え
る
。以
上
の
こ
と
か
ら
、

附
属
岡
崎
小
学
校
の
実
践
は
た
し
か
な
学
び
が
展
開
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
②
の
問
題
に
対
処
す
る
に
当
っ
て
、
選

択
肢
（
代
替
案
）
と
な
る
解
決
案
を
考
察
す
る
活
動
や
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
④
の
探
究
、調
査
、伝
達
の
手
法
を
活
用
す
る
こ
と
、ス
タ
ン
ダ
ー

ド
⑦
学
校
の
外
に
い
る
聴
衆
に
向
け
て
伝
達
し
た
り
、
何
ら
か
の
行

動
を
と
る
よ
う
な
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
よ
り
充
実

し
た
学
習
に
す
る
た
め
の
課
題
も
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

六
　
お
わ
り
に

　

本
研
究
で
は
、
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
お
け
る
附
属
岡
崎
小
学
校

の
生
活
教
育
が
評
価
や
問
題
解
決
能
力
と
し
て
目
指
す
資
質
・
能
力

の
育
成
に
焦
点
を
当
て
、
実
践
を
継
続
し
、
充
実
さ
せ
て
い
っ
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
展
開
さ
れ
た
学
び
は
、
現
代
の
「
真

正
の
学
び
」
と
い
う
視
点
か
ら
見
て
も
価
値
あ
る
も
の
で
あ
り
、
児

童
に
た
し
か
な
学
び
を
保
障
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
教
師
た
ち
は
、

児
童
の
ど
の
よ
う
な
発
言
や
姿
を
引
き
出
せ
ば
い
い
の
か
を
、
児
童

の
学
び
の
姿
の
中
か
ら
具
体
的
に
求
め
、
資
質
・
能
力
と
の
関
係
性

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
指
示
や
学
習
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
っ



― 61 ―

た
。
こ
れ
は
、
今
求
め
ら
れ
て
い
る
、
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
・
ベ
ー
ス

の
授
業
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
視
点
を
与
え
る
も
の
と
考
え
る
。

　

一
方
で
、「
真
正
の
学
び
」
の
七
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
う
ち
、

残
さ
れ
た
三
つ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
満
た
す
学
習
単
元
を
考
え
て
い表

Ⅰ

（
愛

知
学

芸
大

学
附

属
岡

崎
小

学
校

『
生

活
教

育
研

究
　

第
5

集
』

p.78
及

び
、

pp.93-94
を

も
と

に
、

筆
者

作
成

）

く
こ
と
で
、
さ
ら
に
深
い
学
び
を
実
現
す
る
実
践
が
可
能
と
な
っ
て

い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し

た
い
。



―
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【
註
】

（
１
）　

本
研
究
に
お
け
る
「
た
し
か
な
学
び
」
と
は
、
体
験
を
重
視
し

た
問
題
解
決
学
習
に
お
い
て
、
は
い
ま
わ
り
に
な
ら
ず
、
学
力

を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
学
習
と
定
義
す
る
。

（
２
）　

金
馬
国
晴
「「
は
い
ま
わ
ら
な
い
」
経
験
主
義
は
あ
り
え
た
か:

コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
全
体
構
造
に
お
け
る<

単
元>

と

知
識
・
技
能
の
関
係
を
手
が
か
り
に
」
日
本
教
育
方
法
学
会
『
教

育
方
法
学
研
究 
二
九
』、
二
〇
〇
四
年
、
七
三
︱
八
四
頁

（
３
）　

金
馬
国
晴
「
戦
後
初
期
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
「
形
態
」
と

し
て
の
問
題
と
可
能
性
︱
「
明
石
プ
ラ
ン
」
の
改
訂
過
程
を
手

が
か
り
に
︱
」
日
本
教
育
方
法
学
会
『
教
育
方
法
学
研
究
』
第

三
二
号
、
二
〇
〇
六
年
、
三
七
︱
四
八
頁

（
４
）　

附
属
岡
崎
小
学
校
と
同
じ
西
三
河
地
域
に
お
い
て
研
究
の
代
表

校
で
あ
っ
た
岡
崎
市
立
六
名
小
学
校
は
、「
地
域
社
会
学
校
の

教
育
実
践
」
を
掲
げ
、
実
験
学
校
と
し
て
研
究
の
成
果
を
ま
と

め
た
後
も
研
究
を
継
続
さ
せ
、
課
題
解
決
の
学
習
単
元
の
修
正

（
一
九
五
一
年
）や
、音
楽
や
図
工
な
ど
の
情
操
学
習（
一
九
五
二

年
）
を
充
実
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、そ
の
後
は
、国
語
、算
数
、

理
科
を
中
心
と
し
た
学
習
指
導
（
一
九
五
四
年
）
や
、算
数
「
文

章
題
の
指
導
」（
一
九
六
一
年
）
の
よ
う
に
、
地
域
の
課
題
を

解
決
す
る
社
会
科
で
は
な
く
、
国
語
や
算
数
な
ど
へ
と
研
究
の

中
心
が
移
っ
て
し
ま
っ
た
。『
第
二
集
地
域
社
会
学
校
の
教
育

実
践
』（
一
九
五
一
年
）、『
第
三
集
地
域
社
会
学
校
の
教
育
実
践
』

（
一
九
五
二
年
）、『
第
四
集
地
域
社
会
学
校
の
教
育
実
践　

学

習
深
化　

そ
の
一
』（
一
九
五
四
年
）、『
地
域
社
会
学
校
の
教

育
実
践　

第
六
集　

文
章
題
の
指
導
』（
一
九
六
一
年
）
参
照
。

（
５
）　

田
中
耕
治
『
指
導
要
録
の
改
訂
と
学
力
問
題　

学
力
評
価
論
の

直　

面
す
る
課
題
』
三
学
出
版
、
二
〇
〇
二
年
、
七
︱
八
頁

（
６
）　

文
部
省
『
学
習
指
導
要
領
一
般
編
（
試
案
）』
日
本
書
籍
、

一
九
四
七
年
、
三
五
頁

（
７
）　

文
部
省
『
初
等
教
育
の
原
理
』
東
洋
館
出
版
社
、一
九
五
一
年
、

二
一
七
︱
二
一
九
頁

（
８
）　

前
掲
書
（
５
）
一
〇
頁

（
９
）　

天
野
正
輝
『
教
育
評
価
史
研
究
︱
教
育
実
践
に
お
け
る
評
価
論

の
系
譜
︱
』
東
信
堂
、
一
九
九
三
年
、
二
八
五
頁

（
10
）　

同
上
書
、
二
六
八
頁

（
11
）　

大
村
栄
・
久
保
田
浩
・
馬
場
四
郎
「
単
元
指
導
法
Ⅻ　

単
元

学
習
に
お
け
る
評
価
」『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
』
誠
文
堂
新
光
社
、

一
九
五
二
年
、
四
〇
︱
四
三
頁

（
12
）　

前
掲
書
（
９
）、
二
七
七
頁

（
13
）　

毎
年
の
研
究
発
表
会
で
は
、森
田
清（
愛
知
学
芸
大
学
教
授
）「
教

育
評
価
」、
武
政
太
郎
（
文
学
博
士
）「
教
育
評
価
の
問
題
を
め

ぐ
っ
て
」（
一
九
五
二
年
）、伊
藤
四
三
九
（
附
属
岡
崎
小
学
校
・

学
校
長
）
教
育
評
価
の
重
要
性
」
な
ど
の
講
演
（
一
九
五
三
年
）
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が
組
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
教
師
た
ち
に
と
っ
て
、
評
価
は
大

き
な
問
題
に
な
っ
て
い
た
と
言
え
る

（
14
）　

坂
井
誠
亮
『
戦
後
小
学
校
社
会
科
に
お
け
る
学
習
評
価
に
関
す

る
史
的
研
究
︱
奈
良
の
社
会
科
を
事
例
と
し
て
︱
』
Ｄ
Ｔ
Ｐ
出

版
、
二
〇
一
四
年

（
15
）　

林
尚
示
「
千
葉
県
北
条
プ
ラ
ン
に
お
け
る
能
力
評
価
の
変
遷
に

関
す
る
研
究
︱
コ
ア
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
構
造
変
遷
と
の
関
連

に
注
目
し
て
︱
」
日
本
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
学
会
『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

研
究　

第
六
号
』、
一
九
九
七
年
、
一
三
︱
二
六
頁

（
16
）　

来
山
裕
「
社
会
科
に
お
け
る
評
価
の
研
究
︱
初
期
学
習
指
導
要

領
に
お
け
る
評
価
︱
」
全
国
社
会
科
教
育
学
会
『
社
会
科
研
究
』

第
36
号
、
一
九
八
八
年
、
五
七
︱
七
一
頁

（
17
）　

前
掲
書
（
14
）、
一
〇
︱
二
〇
頁

（
18
）　

同
上
書
、
二
八
頁

（
19
）　

前
掲
書
（
16
）、
五
七
︱
七
一
頁

（
20
）　

来
山
裕
「
社
会
科
に
お
け
る
評
価
の
史
的
研
究
︱
初
期
社
会
科

実
践
に
お
け
る
評
価
︱
」
中
国
四
国
教
育
学
会
『
教
育
学
研
究

　

第
三
三
巻
』
一
九
八
八
年
、
二
一
四
︱
二
一
九
頁

（
21
）　

愛
知
教
育
大
学
附
属
岡
崎
小
学
校
同
窓
会
『
愛
知
教
育
大
学
附

属
岡
崎
小
学
校　

八
〇
年
の
歩
み
』、
一
九
八
一
年
、
一
一
六

頁

（
22
）　

愛
知
学
芸
大
学
愛
知
第
二
師
範
学
校
附
属
小
学
校
『
生
活
学
校

の
姿
』、
一
九
四
九
年
、
一
三
八
頁

（
23
）　

前
掲
書
（
21
）、
一
一
四
頁 

一
九
四
八
年
の
校
舎
平
面
図
を
参

照
。

（
24
）　

松
本
義
弘
「
生
活
単
元
学
習
の
深
化
」
愛
知
学
芸
大
学
愛
知
第

二
師
範
学
校
附
属
小
学
校
『
第
三
回
生
活
教
育
研
究
協
議
会　

生
活
教
育
研
究　

第
三
集
』
一
九
五
〇
年
、
一
︱
三
頁

（
25
）　

同
上
書
、
一
︱
一
九
頁

（
26
）　

田
中
総
一
「
現
場
学
習
の
構
造
と
児
童
の
発
達
」
愛
知
学
芸
大

学
愛
知
第
二
師
範
学
校
附
属
小
学
校
『
第
五
回
生
活
教
育
研
究

協
議
会　

生
活
教
育
研
究　

第
五
集
』
一
九
五
二
年
、
一
頁

（
27
）　

附
属
岡
崎
小
学
校
で
は
、
一
九
四
九
年
の
『
生
活
学
校
の
姿
』

に
お
い
て
終
戦
後
の
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
構
成
を
「
生
活
単
元
指
導
計
画
」
を
中
心
に
、「
基
礎
練
習

指
導
計
画
」、「
余
暇
指
導
計
画
」、「
体
育
指
導
計
画
」
と
し
て

い
る
。

（
28
）　

高
橋
豊
平
「
生
活
単
元
学
習
革
新
の
拠
点
︱
問
題
解
決
学
習
を

効
果
的
に
指
導
す
る
た
め
に
︱
」『
生
活
教
育
研
究
協
議
会　

生
活
教
育
研
究
七
』
一
九
五
四
年
、
七
八
頁

（
29
）　

フ
レ
ッ
ド
・
Ｍ
・
ニ
ュ
ー
マ
ン　

渡
部
竜
也
・
堀
田
諭
訳
『
真

正
の
学
び
／
学
力
︱
質
の
高
い
知
を
め
ぐ
る
学
校
再
建
︱
』
春

風
社
、
二
〇
一
七
年
、
三
五
頁

（
30
）　

草
原
和
博
「『
真
正
の
学
び
／
学
力
︱
質
の
高
い
知
を
め
ぐ
る
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学
校
再
建
︱
』
の
方
法
論
的
検
討
」
フ
レ
ッ
ド
・
Ｍ
・
ニ
ュ
ー

マ
ン　

渡
部
竜
也
・
堀
田
諭
訳
『
真
正
の
学
び
／
学
力
︱
質

の
高
い
知
を
め
ぐ
る
学
校
再
建
︱
』
春
風
社
、
二
〇
一
七
年
、

四
九
三
︱
四
九
六
頁

（
31
）　

卜
部
匡
司
「「
真
正
の
学
び
」
を
創
造
す
る
学
校
と
は
︱
「
今

日
儒
学
の
五
類
型
論
」
を
手
が
か
り
に
考
え
る
︱
」
広
島
大
学

附
属
小
学
校
『
学
校
教
育
』、
二
〇
二
三
年
、
一
四
−
一
五
頁

（
32
）　

前
掲
書
（
29
）
三
九
頁

　
　
　

ニ
ュ
ー
マ
ン
は
、
従
来
の
学
び
は
、
三
つ
の
基
準
の
う
ち
、
ど

れ
か
が
高
く
扱
わ
れ
、
ど
れ
か
が
低
く
扱
わ
れ
て
い
た
と
指
摘

す
る
。
ま
た
、
教
室
で
の
全
て
の
活
動
が
三
つ
の
基
準
に
い
か

な
る
と
き
も
合
致
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

（
33
）　

前
掲
書
（
29
）、
四
一
頁

（
34
）　

前
掲
書
（
28
）、
一
〇
三
頁


